
貸　借　対　照　表
２０２１　年　　３　月　３１　日

資　産　の　部

Ⅰ．流動資産 1,352,849 Ⅰ．流動負債 628,972 

現金及び預金 828,901 買掛金 176,829

売掛金 262,215 未払金 184,704

184,562 未払費用 4,370

前払費用 11,204 129,193

未収入金 18,402 71,932

預け金 46,810 前受収益 8,399

その他 753 預り金 25,727

924,589 賞与引当金 27,814

１．有形固定資産 724,589 282,555 

661,868 長期借入金 280,000

62,720 長期前受収益 2,555

２．無形固定資産 700 911,528

ソフトウエア 700 

３．投資その他の資産 199,300 1,365,911 

敷金保証金 170,441 45,000

繰延税金資産 28,859 35,000

1,285,911

1,285,911

1,285,911

1,365,911

資産合計 2,277,439 2,277,439

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）

負　債　の　部

たな卸資産

未払法人税等

未払消費税等

Ⅱ.固定資産

Ⅱ.固定負債

建物及び構築物

工具、器具及び備品

負債合計

純　資　産　の　部

Ⅰ．株主資本

１.資本金

２.資本剰余金

３.利益剰余金

　(1)その他利益剰余金

　 繰越利益剰余金

純資産合計

負債及び純資産合計



重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 　

　たな卸資産

・原材料 最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法)を採用しておりますが、一部の原材料につきましては、個別原価法による原

価法を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

　①　有形固定資産 定率法を採用しております。但し、建物（附属設備を除く）並びに 2016年４月１日

以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物・・・・・・３～20年

　工具、器具及び備品・・・・３～20年

　②　無形固定資産

・自社利用のソフトウエア 社内における見込利用可能期間に基づく定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準 　

　・賞与引当金 従業員の賞与に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度負担分を計上しておりま

す。

(4) 外貨建資産負債の換算基準 　

　　　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　　　消費税等の会計処理方法 税抜方式を採用しております。
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